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無駄を省く管理組合の経営改善を進めましょう！   NPO北海道マンションネット事務局編集 

理事会・事務局 

● 在宅避難のすすめ  

今月の３月１１日で東日本大震災から丸４年となります。被害の大きさには驚愕しましたが、世界中か

ら絶大な支援（義援金２２７億、救援金１００２億）を受けたことも忘れてはなりません。いち早い復興

を祈るばかりです。 

そこで地震国日本に暮らすものとして震災時の避難について考えてみたいと思います。 

都市部では戸建てよりも耐震性能の高い中高層マンションのほうが多いという特徴があります。非常に

密集した世帯数に対して、避難所になる小中学校などの公共施設の配置数が少ないため、避難所に来る人

をすべて受け入れられないという問題があります。つまり、災害が起きたら「まずは避難所」という考え

を見直し、津波や火災といった緊急に避難する必要性がなく、自宅の建物が無事なら自宅で過ごすことを

考える。これが「在宅避難」です。 また避難所は人で溢れかえり、避難所の生活はプライバシーの確保

が困難で、ストレスや過労から体調を崩してしまうこともあります。高齢者や障害のある方にとっては尚

更です。 

 これまでは、自治体も避難訓練などを通じて、住

民の避難を前提としていましたが、近年は、家が住

める状態ならば自宅で過ごしてほしい、と呼びかけ

るようになっています。 

 

そこで札幌市に在宅避難の支援について質問をし

たところ次の回答を得ました。「本市では 災害時

における避難場所の運営方法を定めた避難場所運

営マニュアルを平成 25 年 3 月に作成し、当該マニ

ュアルにおいて、在宅避難をされる方への支援とし

て、ライフラインが途絶えた際には避難所において

食糧や物資を提供する等の支援をすること、また、

避難所の運営を円滑に進めることを目的として、避

難所ごとに避難所運営委員会を設置することとし

ており、在宅避難をされる方は、当該委員会を窓口

として支援を受けることができます。」 

 

そこで震災後の在宅避難を可能にするポイントは 

○怪我をしない、居住スペースの確保のための 

「室内安全対策の実施」 

・寝室には家具を置かない等の家具の配置工夫ま 

 たは転倒・移動防止策の実施 

○エレベーターやライフラインの停止も想定した

「食料や生活用品の家庭内備蓄」 

・最低でも３日分、できれば１週間以上の家庭で 

 の備蓄が理想 

○ライフラインの停止で最も困る事はトイレです。 

「簡易トイレや山登り用の製品を備蓄」しておくこ 

とを薦めます。又、管理組合では「マンホールト 

イレの準備」をしておくことが重要です。 

○「近隣どうしの協力や助け合い」 

の４点です。普段からこの４点の実行と充実に 

心掛けたいものです。       理事・佐藤 薫 



 

 

 

 

l ２６年度「第５回セミナー」終了しました。 

・と き  ２７年２月２８日（土）１３時３０分～１６時４５分 

・参加者  ３７名  懇親会 １５名 

 

 講演中に質疑を受け付けることで活発な意見交換が行われ、今までにない充実したセミナーになりま

した。又、質疑を受けながらのセミナーは時間の制約が有るため、テーマを２題位に絞った方が良かっ

たと反省しており、今後に反映していきたいと思います。何れにせよ、その後の懇親会を含めて充実し

たセミナーでありました。 

 

 

l 消火器共同購入は現状価格で３月末まで継続しています。詳しくはホームページ

をご参照下さい。 
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